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騒音下における駅ホーム上旅客案内放送の適正な音量レベル

遠藤広晴　　鈴木浩明　　伊積康彦　　日尾泰典

　駅ホーム上での案内放送は，列車の運行情報を案内する他，
列車接近を旅客に伝え,安全上の注意を促すなどの重要な役目
を持つ。しかし，ディーゼルカーが発着する駅のように，騒音
変動の大きい環境においては，案内放送音量の最適値を一意に

図　騒音レベル，放送音量と評価値の関係

決定することは困難である。そこ
で，本調査では，騒音レベルに対
する適正な案内放送音量を検討す
るための評価試験を行った。ま
た，これまでに同様の調査がほと
んど行われていないことから，案
内放送の評価の際に用いる評価用
語，評価尺度に関する検討も同時
に行った。本調査より，騒音レベ
ルに応じた音量調節を行うことで，
案内放送の聴き取りやすさ，およ
び音量の適正さを確保することが
できることを確認した。また，案

内放送音量の適正さを評価するための評価項目としては，音の
大きさが「適正である」，「適正でない」を評価用語とした2段階
尺度が有効であることを確認した。

（鉄道総研報告，2007年5月）
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注）「非適正度」は，放送音量の音の大きさとして「適正でない」と回答した割合。
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受験申請書請求先：

試験区分：
受験資格：

鉄道土木，鉄道電気，鉄道車両

試 験 地：東京，大阪

鉄道設計業務に関する以下の実務経験年数
（所属法人等の保守部門，工事部門または
研究部門における設計対象に係わる業務の
経験年数を含める）を有する方

25,000円受験料 （消費税込）
※試験科目免除対象者は
　15,000 円（消費税込）です。

専門試験 Ⅱ（論文）
専門試験 Ⅰ

共通試験

鉄道に関する各自の業績及び鉄道設計技士としての見識を問うもの
各試験区分における専門的な知識
（2）鉄道土木，鉄道電気及び鉄道車両の技術に関する基礎的知識
（1）鉄道営業法及び鉄道事業法等の技術に関する法令の基礎的知識

試験科目 範　　囲

平成  　年  　月  　日（　）
平成  　年  　月  　日（　） ～ 　月  　日（　）

平成  　年  　月  　日（　） ～ 　月  　日（　）
※ただし，土・日曜日・祝日を除きます。郵送の場合は，7月 31日の消印があるものまで受け付けます。

※ただし，土・日曜日・祝日を除きます。郵送の場合は , 7月 24日の消印があるものまで受け付けます。
※申請書１通につき 200円分の切手が必要になります。郵送ご希望の場合は，請求方法を下記ホームページで
　ご確認いただくか，試験事務局までお問い合せください。

JR: 053-7486NTT: 042-573-7486FAX
〒185-8540
東京都国分寺市光町 2-8-38

JR: 053-7237NTT: 042-573-7237電話
財団法人 鉄道総合技術研究所 鉄道技術推進センター 鉄道設計技士試験事務局

試　　験　　日：
受験申請受付期間：

受験申請書配布期間：

国土交通大臣  登 録 試 験

平成19年度 鉄道設計技士試験のご案内

※詳しい情報はインターネットホームページをご覧下さい。

合格証明書の交付および名簿の登録手数料：

● 大学卒業者
● 短大・高専・専門学校卒業者
● 高校卒業者
● 旧国鉄 中央鉄道学園大学課程卒業者
● 上記以外
（海外の学校を卒業している場合は試験事務局まで
　お問い合わせください）

5 年以上
7 年以上
9 年以上
6 年以上
12 年以上

5,000円（消費税込）
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火247月25619

火317火10719
日

受験申請書配布・受付期間が昨年度に比べて約１ヵ月早くなっています。ご注意下さい。


